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是永 論

※本資料は是永研究室サイトでダウン
ロード可能としています。



応募に際して

• 19年度春学期まで下記教員が担当する

井上まどか先生（清泉女子大学）

• 授業時間後の参加が前提（金曜日４時限予定）

• 夏休み明け前に合宿を実施（授業時間として）

• パソコンの利用能力がある程度必要

テキストマイニングのソフトウェア操作

データベースの利用／図表作成

• 物事を調べ上げる根気のある人

細かいことに好奇心のある人／気がつく人



本日の内容

１．ゼミについて

２．ゼミの進め方

３．選考要領



１.このゼミについて

• テーマ：

文化とメディア・コミュニケーション

例：電車内での化粧問題

https://www.bbc.com/japanese/features-
and-analysis-37798693

https://www.bbc.com/japanese/features-and-analysis-37798693


ことばを使うこと

• 「迷惑」ということばの増加

＝「迷惑」そのものの増加？

‥「迷惑」と見なされる行為

「迷惑」を訴える機会

「迷惑」に対する対策

それぞれについての理解

→「ことば」としての現象とその影響
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「電車・車内と化粧」に関連したことば



2008年 東京メトロポスター
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社会を理解すること

ことば」を分析することで見えてくるもの

◎社会において人々が何をどのようなものとして理
解しているのか？

※ドイツの例
http://www.huffingtonpost.jp/yuko-
fujisawa/human-love-cm_b_12722938.html

⇒なぜそれが可能になってきたのか？

⇒そうした理解により人々は何をしているのか？

＝社会を理解するやり方

→社会学の課題として

http://www.huffingtonpost.jp/yuko-fujisawa/human-love-cm_b_12722938.html


２．ゼミの進め方

• 春学期（前期）

前半

テキスト講読と議論

後半

調査計画の立案と調査の実施



２．ゼミの進め方

• 秋学期（後期）

前半

テキストマイニングの習得

調査計画の立案と調査の実施

後半

データ収集と分析→レポート報告

ゼミレポートを研究室サイトに掲載

「学部演習」→「前年度までの記録」から

http://www.rikkyo.ne.jp/~ronkore/


３.選考要領

• 課題 現在関心のあるテーマについて

1) テーマの内容

2)そのテーマについてこれまで読んだ本を取
り上げて説明

３）テーマを考えるにあたって重要であるポイ
ントを表現した「キーワード」とそれを選
んだ理由

４）あなたの好きなことば（なるべく外国語）

• 全体で1200字程度

• 他の書類（成績表も）と事務窓口へ提出



応募要領

• 一次選考は書類のみ

• 二次選考実施の場合

ホームページ上の「お知らせ」で指示

※「立教 是永研究室」で検索

応募条件：下記の参加が可能であること

• 正課時間後の参加（金曜日４時限予定）

• 夏休み明け前の合宿（授業時間として）



応募に際して

• 2019年度秋学期まで下記教員が担当

井上まどか先生（清泉女子大学）
• https://www.seisen-
u.ac.jp/department/undergraduate/cultural/professors/inoue.php

• パソコンの利用能力がある程度必要

テキストマイニングのソフトウェア操作

データベースの利用／図表作成

• 物事を調べ上げる根気のある人

細かいことに好奇心のある人／気がつく人

https://www.seisen-u.ac.jp/department/undergraduate/cultural/professors/inoue.php


The founding spirit of Rikkyo University is steeped in

Christian values of providing a liberal education that nurtures every aspect of 

the individual. These values continue to be our guiding principle.
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では、ご応募お待ちしてます


